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研究成果の概要 

 

2022年度、本研究は極めて順調に進捗した。 

ナノ空間を利用した新物質合成においては順調に成果があがった。とくに二次元ナノ空間の利用

に関しては、金属化合物を二層グラフェンの間に浸透させることで、バルクとは異なる構造（原子配

列）を実現できることがこれまでの研究でわかってきたので、これをアルカリ金属やアルカリ土類金

属まで展開することに取り組んだ。これまで１世紀近く研究が行われてきたグラファイトインターカレ

ーション現象であるが、そのステージ構造においても未知のものの発見が期待されている（吾郷グ

ループ）。１次元空間を用いた分子・原子配列においても高分散化した BNナノチューブをテンプ

レートにした新物質合成は着実に進捗しており（中西グループ）、領域内他チームとの共同研究も

積極的に行われている。また１次元ナノワイヤバンドルの空隙をもちいた新たな次元のインターカレ

ーション現象も見出されている（中西グループ）。 

新しい物性評価手法開発においては、低次元自在配列物質の光学特性測定を目指した分光技

術開発が順調に進捗している。2022年度は電子線エネルギー損失分光法のエネルギー分解能と

角度分解能を現状可能な限り高めることにより、二次元物質における光学遷移と誘電応答の交差

点（クロスオーバー）を実験と理論の両面から議論することが可能になった（末永グループ）。 

それらに加えて、二次元物質である BN多層膜の高品質化の研究に大きな進展も見られた（吾郷

グループ）。BN多層膜自体は絶縁体であるが、自在配列物質のデバイス応用に向けては必須の

材料であり、転写可能な高品質 BNの合成は長く望まれていた。また末永グループは、シンガポ

ール南洋工科大との共同研究として、1次元・２次元ハイブリッド超格子を報告した。2次元物質の

層間に 1次元物質を並べたような構造を持つこの新物質は室温で安定に異方性ホール効果を示

すことがわかった。 
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